
この度 私たち津波復興祈念資料館 閖上の記憶は
10月1日より一般社団法人 閖上の記憶が運営していきます
全国の皆さまからのご声援、ご支援という光を浴びながら
今後も「命の大切さ」を伝えていく活動を続けてまいります

何卒より一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます

この10年
様々な方達と
対話をしてきま
した。「閖上の記憶」
では直接話が聞ける、話が
できる、来てよかったと
思っていただける
自慢の場所

針生淳子

防災・減災にも
あなたの答えや正解は

あります。命を守ることを
偶然に頼るだけではいけ
ません。必然に近づける
そんな意識を持ち帰ら
れる、言葉と意識が
ある場所

宇佐美 久夫

向き合い方は
一人ひとり

違って良いんです。
大好きな閖上の未来も
昔話も話せる場所。

これから次起こる災害に
備える、考える
きっかけを
持てる場所
松崎江里子

来てくれた方、
話を聴いている方の
反応をみながらまた次
の話をします。時には
一緒に涙を浮かべなが
ら。一緒に答えを
出していける場所
渡辺 洋子

ぼく「キオくん！」今、ゆりあげのきおくでは
共に歩んでくれるクルー（会員）を募集して
いるよ。詳しくはチラシか、ホームページまで!
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皆さまのお力をお貸しください

郵便振替口座：
02250 ‒ 9 - 145294
一般社団法人 閖上の記憶
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津波に打ちのめされ
た人たちが再生し
それそれの生き方を
見出し活動している
10年目。もう10年
後はどうなっている
かな？未来を
考える場所
上條幸恵

あなたが知っているのは
どんな閖上ですか？
知人がいて幾度となく
訪れたまち、かつてを思い起
こさせてくれる想い出話の出
来る場所。どんな出来事が
過ぎ去っていったか
聞いてほしい

渡辺 成一

10年経ったから
おしまいではない。
これから、ここから

始めます。
『命』が真ん中にある

大切な場所
閖上の記憶に、是非
お立ち寄りください
丹野 祐子

家族と逢えなくなって
11年。自暴自棄に

なった時もありましたが
いろんな方からの支えや
応援をいただき、「閖上の
記憶」を通じて自分自身を
取り戻していきました。
これからも立ち寄ってくださった

方たちと共に歩みます
佐々木 清和

震災前の写真を見ながら
多くのことを語りあいたい。

来館した方がまた
誰かを誘って何度でも
来てくれるような場所

髙城江美

名取市には震災遺構もなく閖上を
離れざるを得なくなった方たちが「立ち返る場
所」「心を寄せる場所」の「閖上の記憶」。

語り部は勿論、読書会、朗読会、形はさまざま
にあの日のことを共に語っていきたい。
若い人たちには、時空を超えた感覚で
「震災」、そして一番大切な「いのち」を
語り継いでいってほしい。
いつか来る津波から、命と街を救ってほしい。

小齋 正義


